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幼児期の教育は、生涯にわたる自己実現の基礎となる力を身に付けるものであるとともに、社

会の一員として生きていくための資質や能力の基礎を培う重要なものです。幼児期に培われた資

質・能力が、特に小学校での生活や学習に深くつながるため、小学校教育への円滑な接続が求め

られています。 
改訂された幼稚園教育要領（保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領）では、

「生きる力の基礎を育むため、（中略）幼稚園教育の基本（保育の目標、幼保連携型認定こども園

における教育・保育の基本）を踏まえ、（中略）次に掲げる資質・能力を一体的に育むよう努める

ものとする。」として、３つの「育みたい資質・能力」（３つの柱）をあげ、小学校以降の教育へ

つないでいます。 
 
 

「育みたい資質・能力」（３つの柱） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、幼稚園教育・保育所保育・幼保連携型認定こども園の教育・保育において、上記の「育

みたい資質・能力」が育まれている具体的な姿として「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

が示されています。 
 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（10 の姿）  
 

 

  

 

 

学びに向かう力、人間性等 

心情、意欲、態度が育つ中で、 

よりよい生活を営もうとする。 

思考力、判断力、表現力等の基礎 

気付いたことや、できるように

なったことなどを使い、考えた

り、試したり、工夫したり、表

現したりする。 

知識及び技能の基礎 

豊かな体験を通じて、感じたり、 

気付いたり、分かったり、できる 

ようになったりする。 
遊びを通しての 

総合的な指導 

１ 就学までに育ってほしい姿 

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないことを自

覚し、自分の力で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂げるこ

とで達成感を味わい、自信をもって行動するようになる。 

就学前施設の生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十

分に働かせ、見通しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。 
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友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動を振

り返ったり、友達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動するようになる。

また、きまりを守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付け

ながら、きまりをつくったり、守ったりするようになる。 

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中で、

人との様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ喜び

を感じ、地域に親しみをもつようになる。また，就学前施設内外の様々な環境に関わ

る中で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に基づき判断したり、情報を伝え

合ったり、活用したりするなど、情報を役立てながら活動するようになるとともに、

公共の施設を大切に利用するなどして、社会とのつながりなどを意識するようになる。 

身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気付いた

りし、考えたり、予想したり、工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむようにな

る。また、友達の様々な考えに触れる中で、自分と異なる考えがあることに気付き、

自ら判断したり、考え直したりするなど，新しい考えを生み出す喜びを味わいながら、

自分の考えをよりよいものにするようになる。 

自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り，好奇心や探究心を

もって考え言葉などで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自然へ

の愛情や畏敬の念をもつようになる。また、身近な動植物に心を動かされる中で、生

命の不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接し方を考え、命あるものとしてい

たわり、大切にする気持ちをもって関わるようになる。 

友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、考

えたり、工夫したり、協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。 

遊びや生活の中で、数量や図形，標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識や文

字の役割に気付いたりし、自らの必要感に基づきこれらを活用し、興味や関心、感覚

をもつようになる。 

先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表現

を身に付け、経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意して

聞いたりし、言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の仕方な

どに気付き、感じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表現する過程

を楽しんだりし、表現する喜びを味わい、意欲をもつようになる。 

１ 

就
学
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿 

協同性

社会生

活との

関わり

思考力

の芽生え

言葉に

よる伝

え合い

豊かな

感性と

表現

道徳性 ・

規範意識

の芽生え

自然との

関わり ・

生命尊重

数量や図形
標識や文字
などへの関
心 ・感覚



第３章 小学校教育への接続105 

「育みたい資質・能力」（３つの柱）は、これまでも５領域の実践や、「知・徳・体」を育む過程

で、指導者・保育者が何よりも大切にしてきた教育・保育そのものです。

小学校教育へ円滑な接続を図るためには、上記の「育みたい資質・能力」（３つの柱）の重要性を

認識し、日々の教育・保育の実践の中で一体的に育み、就学前施設で子どもたちが充実した生活を

送れるようにすることが必要です。また、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（10の姿）を通

して就学前施設と小学校の指導者・保育者が子どもたちの育ちを共有し、それぞれの校園所の教

育・保育を充実させることが大切です。そして、就学前施設と小学校の生活や遊び、学びが充実す

ることで、子どもたちの満足感や自己肯定感が高まります。とりわけ、就学前の子どもたちにとって

は、この満足感や自己肯定感の高まりの中で、小学校との交流活動を行うことにより、「小学校生活

へのイメージ」や「あこがれ」をもつことができ、「小学校生活への安心感」も高まります。これ

らの心情、意欲、態度を育むことが、小学校教育への円滑な接続につながっていくと考えていま

す。

～ 就学までに育ってほしい姿（めざす子ども像）～ 

就学前教育を通して育てたい子どもの姿として、大阪市の子どもの実態や就学前教育カリキュラ

ムの観点から次のように考えています。各観点（言語、人と関わる力等下記の          ）

は、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（10 の姿）からも見ていき、小学校の接続に生かして

いきたいと考えています。就学までに育ってほしい姿を主に次のような観点で整理しました。 

    の視点から

 

知

就学前施設の生活の充実
（満足感・自己肯定感）

小学校生活へのイメージをもつ

小学校生活への安心感をもつ

小学校生活へのあこがれをもつ

＜就学までに育みたい３つの心＞

保幼こ小交流 保幼こ交流

・ 身近な人との関わりの中で日常生活に必要な挨拶が分かり、挨拶を交わす心地よさや大切さ
を知り、すすんで挨拶をする。                （社会生活との関わり）

・ 絵本や物語、言葉遊び等を通して、言葉や文字への関心を広げる。
（言葉による伝え合い）

・ 生活の中で文字や数字に関心をもち、必要に応じて具体的な物と対応させる。
  （数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚）

・ 自分の思いや考えを相手に分かるように話したり、相手の話の内容を聞いて理解したりして
言葉を通して指導者や友達と心を通わせる。          （言葉による伝え合い）

言語（聞く・話す・コミュニケーション・文字等）
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の視点から

・ 物事を最後まで行う体験を重ね、自分の力でやろうとする気持ちをもったり、やり遂げた満
足感をもったりする。                          （自立心）

・ 身近な人々に、自分から親しみの気持ちをもって接したり、身近な人々との触れ合いの中で、
自分が役に立つ喜びを感じたり自信をもったりする。      （社会生活との関わり）

・ 四季折々の地域の伝統的な行事に関わり、自分たちが住む地域に親しみを感じる。
（社会生活との関わり） 

・ クラスの仲間との関わりを通して互いのよさを分かり合い、共通の目的をもって話し合った
り、役割を分担したりして、一緒に遊びを進めていく。           （協同性）

・ 友達と積極的に関わり、相手の気持ちを考えて自分の思いの出し方を考えたり、我慢したり、
折り合いを付けたりしながら分かり合う。                （協同性）

人と関わる力（自立心・思いやりの心・協同性・道徳心等）

・ 生活や遊びを通して感じたことや考えたこと等を、音や動き等で表現したり、自由にかいた

り、つくったり、演じたりすることで、豊かな感性を育む。    （豊かな感性と表現）

・ 絵本や物語等に親しみ、イメージを豊かにし、想像の世界を友達と共有する。

（豊かな感性と表現） 
・ 友達同士で互いに表現し合うことで、様々な表現の面白さに気付いたり、友達と一緒に表現

する過程を楽しんだりする。 （豊かな感性と表現）

創 造 （ 造 形 ・ 音 楽 ・ 身 体 表 現 等 ）

・ 生活や遊びのルールを友達と確認し合い、すすんで守ったり、自分たちで解決しようとした
りする。                       （道徳性・規範意識の芽生え）

・ してよいことと悪いこととの区別ができ、相手の立場に立って考えられるようになる。
（道徳性・規範意識の芽生え）

・ 身の回りの物の特性に気付き、繰り返し遊びに生かしたり、取り入れたりして工夫する。
（思考力の芽生え）

・ 様々な活動を通して、数量、長さ、広さ、重さや速さ、色、図形の特徴、時刻・時間等に関
心をもち、必要感をもって数えたり、比べたり、組み合わせたりする。

（数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚） 
・ 水や氷、日なたや日陰等、季節によって自然が変化することに気付いたり、季節によって生

活が変化したりすることを知る。                 （思考力の芽生え）

・ 草花や木の実等の自然の素材や、雨、風、氷などの自然現象を活動の中に取り入れたり、自
然の不思議さをいろいろな方法で確かめたりする。

（思考力の芽生え、自然との関わり・生命尊重） 

思考（数量・図形・空間認識・自然科学等）

規範意識（社会生活のルールを守る心等）

徳
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の視点から

・ 健康な生活に必要な習慣や態度を身に付け、その必要性が分かり、進んで行う。
（健康な心と体） 

・ いろいろな運動遊びに挑戦し、自分なりの目標をもって取り組む。 （健康な心と体）

・ 様々な活動に親しみ、進んで体を動かす。 （健康な心と体）

基本的な生活習慣

・ 健康な生活リズムや習慣を通して、自分の健康に対する関心をもち、自分の体を大切にする
気持ちをもつ。   （健康な心と体） 

・ 危険な場所、危険な遊び方、災害時などの行動の仕方が分かり、安全に気を付けて行動する。 
（健康な心と体）

・ 栽培物の世話や収穫等を通して、食べ物や栄養について関心をもつ。
（健康な心と体、自然との関わり・生命尊重）

・ 正しい食事の仕方を身に付け、指導者・保育者や友達と一緒に楽しく食べる。（健康な心と体） 

健康・安全

食 育

・ 身近な動植物の飼育栽培を通して、生きているものへの愛着を感じ、生命の営みの不思議さ、
生命の尊さに気付き、感動したり、いたわったり、大切にしたりする。

（自然との関わり・生命尊重）

・ 一人ひとりが大切な存在であることを知り、生命の尊さに気付く。
（自然との関わり・生命尊重）

生命の尊重（命の大切さを感じる心等）

体

運 動
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○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

就学前施設での生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心

と体を十分に働かせ、見通しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり

出すようになる。

□小学校生活で見られるようになる姿（例）

・時間割や生活の流れの見通しをもって学校生活を送る。

・遊びの後の手洗いやうがい、ハンカチの活用、給食着や体操服の着脱等、身の回りのこと

を自分で行う。

・給食に出てくる食材に関心をもち、感謝の気持ちをもって食べる。

・避難訓練や緊急時の対応等、落ち着いて取り組む。

・体育の時間に進んで体を動かしたり、休み時間に友達と一緒に運動場で遊んだり、家庭生

活においても体を動かしたりして遊ぶ。

※エピソード（具体的な場面）

教室の壁に貼っている時間割を見ながら、「今日は１時間目が国語で、２時間目が算数。３・

４時間目は図工や。早く絵の続きをかきたいなあ。楽しみや」とつぶやいている。

あ 

社会状況の変化等による幼児の生活体験の不足等から、基本的な技能等が身に付いていなかっ

たり、就学前教育と小学校教育との接続では、子どもや指導者の交流は進んできているものの、

カリキュラムの接続が十分であるとはいえない状況もあるなどの課題も見られます。近年、国際

的にも忍耐力や自己制御、自尊心といった社会情動的スキルやいわゆる非認知的能力といったも

のを幼児期に身に付けることが、大人になってからの生活に大きな差を生じさせるという研究成

果をはじめ、幼児期における語彙数、多様な運動経験等がその後の学力、運動能力に大きな影響

を与えるという調査結果等から、幼児教育の重要性への認識が高まっています。

大阪市では、義務教育以降の学力の向上及び人格の形成に繋げるため、幼児期における取組を

強化し、心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための力をつけるための基礎を培います。小学

校教育の内容を先取りする早期教育や抽象的な概念だけを使って知識の詰め込みに終始するので

はなく、具体的な事物や実体験と言語及び数を含む概念との関連性をもたせた学習活動を展開す

ることが肝要であると考えます。 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、平成 32 年度より実施となる小学校学習指導要領

にも示されています。これは、５歳児後半の評価の手立てともなるものであり、就学前施設と小

学校の指導者がもつ５歳児修了時の姿が共有化されることにより、就学前教育と小学校教育との

接続の一層の強化が図られることが期待できます。

本項では、小学校低学年の児童に視点を当て、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が小

学校生活や学習の中でどのようにつながっているのかを具体的に例をあげて示しています。

    
 

２ 小学校生活へのつながり
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○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行

動を振り返ったり、友達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動す

るようになる。また、きまりを守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、

友達と折り合いを付けながらきまりをつくったり、守ったりするようになる。 

 

□小学校生活で見られるようになる姿（例） 

・友達との関わりの中で、異なる思いを認め合い相手の気持ちを考えて仲良く遊ぶ。 

・困っている友達がいたら進んで声をかけ、優しく接して助ける。 

・遊びの中でもめ事が起きたときに、自分の思いを伝え合って解決する。 

・学校や学級のルールを守って生活する。 

・ルールを守りながら友達と楽しく遊ぶ。 

 

※エピソード（具体的な場面） 

ドッジボールをしていてボールの取り合いが起こった。もめてゲームが進まないのを見かねた

Ａ児が、二人に対して「どうする？」「例えば、○○さんはたくさんボールに触ってるから譲

ってあげるとかは？」と解決の方法を提案し、楽しく遊べるようにしている。 
 

 

○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う

中で、人との様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が

役に立つ喜びを感じ、地域に親しみをもつようになる。また、就学前施設内外

の様々な環境に関わる中で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に基づ

き判断したり、情報を伝え合ったり、活用したりするなど、情報を役立てなが

ら活動するようになるとともに、公共の施設を大切に利用するなどして、社会

とのつながりなどを意識するようになる。 

 

□小学校生活で見られるようになる姿（例） 

・地域清掃や昔遊びなど、ゲストティーチャーとして来られた地域の方と関わる中で、感謝

の気持ちをもつ。 

・地域の行事や様々な文化に触れることを楽しみ、興味や関心を深め地域への親しみをもつ。 

・登下校時に地域の方と出会い、お互いに挨拶を交わす。 

・地域めぐりや町探検等の校外学習では、公共の場での行動の仕方を知り施設を利用する。 

・縦割り班（１年生から６年生までで構成されている班）による児童会活動では、異学年で

の交流を楽しみ、お互いに関わろうとする。 

 

※エピソード（具体的な場面） 

登校時、「おはようございます」「おはよう。今日も早いね、気を付けて行ってらっしゃい」「行

ってきます」と地域の方と笑顔で挨拶をしたり、言葉を交わしたりしている。 
 

 
社会生活 
との関わり 

 
道徳性・

規範意識

の芽生え 

２ 

小
学
校
生
活
へ
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○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないこ

とを自覚し、自分の力で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずに

やり遂げることで達成感を味わい、自信をもって行動するようになる。

□小学校生活で見られるようになる姿（例） 

・学習前の休み時間に、時間割を見て必要な教科書やノートを自分で準備する。 

・学習中進んで手を挙げて発言したり、分からないときは、先生や友達に聞いたりして課題

に取り組む。 

・日直や係活動では意欲的に活動し、役割分担以外にも目を向けて、自分から進んで行う。

※エピソード（具体的な場面） 

休み時間、雑然と置かれている学級文庫に目が留まり、黙々と整理を始める児童がいた。本の

向きを並べ直している。並べ直すと、「あー、きれいになった。これで見やすくなったわ」と

満足気に言っている。 

○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向け

て、考えたり、工夫したり、協力したりし、充実感をもってやり遂げるように

なる。 

□小学校生活で見られるようになる姿（例） 

・「お楽しみ会」等の学級活動が楽しくなるように友達と意欲的に話し合い、活動内容を決

める。

・係活動や給食当番の仕事の大切さを理解して、みんなで協力して行う。 

・学級活動や学習の場で、班活動（小集団活動）として話し合いを行い、課題に取り組む。

・よりよい学級にするために様々な意見を出し合い、学級目標や学級のルールを決めて生活

する。 

・学習発表会では、これまで学んできたことを振り返り、自分たちの成長を実感し、その姿

を保護者に見てもらうために、友達と協力して工夫し発表する。 

※エピソード（具体的な場面） 

「お楽しみ会」を控え、みんなが楽しめる会にするにはどうすればよいのか話し合っている。

「歌を歌ったら楽しそう」「クイズはどう？問題考えるのっておもしろい」「看板もいるなぁ」

と、考えたことを出し合っている。クラスの出し物が決まると、早速班に分かれて、必要なこ

とをノートに書いたり、看板や飾りなどを作ったりし始める。 

自立心

協同性
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○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行

動を振り返ったり、友達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動す

るようになる。また、きまりを守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、

友達と折り合いを付けながらきまりをつくったり、守ったりするようになる。 

 

□小学校生活で見られるようになる姿（例） 

・友達との関わりの中で、異なる思いを認め合い相手の気持ちを考えて仲良く遊ぶ。 

・困っている友達がいたら進んで声をかけ、優しく接して助ける。 

・遊びの中でもめ事が起きたときに、自分の思いを伝え合って解決する。 

・学校や学級のルールを守って生活する。 

・ルールを守りながら友達と楽しく遊ぶ。 

 

※エピソード（具体的な場面） 

ドッジボールをしていてボールの取り合いが起こった。もめてゲームが進まないのを見かねた

Ａ児が、二人に対して「どうする？」「例えば、○○さんはたくさんボールに触ってるから譲

ってあげるとかは？」と解決の方法を提案し、楽しく遊べるようにしている。 
 

 

○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う

中で、人との様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が

役に立つ喜びを感じ、地域に親しみをもつようになる。また、就学前施設内外

の様々な環境に関わる中で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に基づ

き判断したり、情報を伝え合ったり、活用したりするなど、情報を役立てなが

ら活動するようになるとともに、公共の施設を大切に利用するなどして、社会

とのつながりなどを意識するようになる。 

 

□小学校生活で見られるようになる姿（例） 

・地域清掃や昔遊びなど、ゲストティーチャーとして来られた地域の方と関わる中で、感謝

の気持ちをもつ。 

・地域の行事や様々な文化に触れることを楽しみ、興味や関心を深め地域への親しみをもつ。 

・登下校時に地域の方と出会い、お互いに挨拶を交わす。 

・地域めぐりや町探検等の校外学習では、公共の場での行動の仕方を知り施設を利用する。 

・縦割り班（１年生から６年生までで構成されている班）による児童会活動では、異学年で

の交流を楽しみ、お互いに関わろうとする。 

 

※エピソード（具体的な場面） 

登校時、「おはようございます」「おはよう。今日も早いね、気を付けて行ってらっしゃい」「行

ってきます」と地域の方と笑顔で挨拶をしたり、言葉を交わしたりしている。 
 

 
社会生活 
との関わり 

 
道徳性・

規範意識

の芽生え 

２ 

小
学
校
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○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気付い

たりし、考えたり、予想したり、工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむよう

になる。また、友達の様々な考えに触れる中で、自分と異なる考えがあることに気

付き、自ら判断したり、考え直したりするなど、新しい考えを生み出す喜びを味わ

いながら、自分の考えをよりよいものにするようになる。 

 

□小学校生活で見られるようになる姿（例） 

・新しく習う学習の場面では、幼児期に経験してきたこと等を基にして、自分なりに道筋を

立てて考える。 

・学習活動で分からないことや問題が起きたときは、諦めずに自分で考えたり調べたり、友

達や先生に聞いたりし、それを試して、さらに工夫するなど先生や友達と考えながら課題

を解決している。 

・集団遊びの場面で、どのようにすればみんなが楽しめる活動になるかを考えて、ルールを

考えたり、工夫したりする。 

 

※エピソード（具体的な場面） 

輪ゴムと厚紙を使って、飛び跳ねるおもちゃ作りをしている。なかなか思うように跳ばず、何

度か試しては首を傾げている。しばらくすると、「そうや、輪ゴムを増やしてみよう！」と試

したり、「紙を二重にしてみようか」と考えたり、試行錯誤をしている。 
 

 

○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇心や探

究心をもって考え言葉などで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとと

もに、自然への愛情や畏敬の念をもつようになる。また、身近な動植物に心を

動かされる中で、生命の不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接し方を

考え、命あるものとしていたわり、大切にする気持ちをもって関わるようにな

る。 

 

□小学校生活で見られるようになる姿（例） 

・学級等で飼っている生き物の世話や、草花の水やりを通して生長に関心をもち、動植物へ

の愛着をもつとともに大切に育てる気持ちをもつ。 

・校庭にいる虫を捕まえたり草花を見つけたりしては、その特徴や生態に興味や関心をも

つ。 

・天気や気候の変化、四季の移り変わり等いろいろな自然事象に出会い、不思議さや驚き、

畏敬の気持ちをもつ。 

 

※エピソード（具体的な場面） 

校内の池の蓮の花が何輪も美しく咲いている様子を見た１年生児童が「カエルのおうちに咲い

ている花、きれいで」と職員室の先生に伝えに来た。「カエルのおうちって素敵だね」と先生

が言うと、「すみれ組のときに絵本で見たの」と答える。 
 

 思考力の

芽生え 

 

自然との

関わり・

生命尊重 
２ 

小
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○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標

識や文字の役割に気付いたりし、自らの必要感に基づき、これらを活用し興味

や関心、感覚をもつようになる。 

 

□小学校生活で見られるようになる姿（例） 

・かさくらべの学習で、同じ基準を決めて比べることについて、これまで経験した生活場面

を思い浮かべたり、体験を伴いながら学習を進めたりすることで、実感を伴った理解につ

ながる。 

・色板を使った形づくりの学習では、色板を動かすことでいろいろな模様ができる楽しさを

味わいながら、色板の置き方で模様が変わることに気付いていく。 

・安全な生活を送るために身の回りの様々な標識や文字が示す意味の必要感をもち、校内外

にある案内板や掲示物、信号等の意味を進んで知ろうとする。 

 

 

※エピソード（具体的な場面） 

給食の配膳時「今日のおかずはうまく配膳できたよ」「おたまに丁度 1杯入れたら、ぴったり

だった！」とクラスの人数と給食の量を考えて配分しようとする。 
 

 

○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉

や表現を身に付け、経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の

話を注意して聞いたりし、言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

 

□小学校生活で見られるようになる姿(例) 

・学習中、自分の考えや思いを伝えたり、友達の考えや意見を聞いたりして学び合おうとす

る。 

・図書館ボランティアによる読み聞かせのときに、静かに聞いて話の内容を想像する。 

・学習発表会で、学習してきたことを相手に伝わるように工夫して発表する。 

 

 

※エピソード（具体的な場面） 

朝、教室で担任を見つけると「先生、昨日〇〇公園行ってん」と嬉しそうに話し出す。「〇〇

公園ってどんな公園なの」「長い滑り台とか格好いいブランコがあるねん」「へぇ、滑り台っ

てどの位長いの」「えっと、１組と２組の廊下を合わせた位かな」「長いなー」会話を聞いて

いた児童も加わり、「〇〇公園って、僕もよく行くよ」「その公園、先生も行ってみたいなぁ」

「先生、行ったらめちゃくちゃ楽しいで」等、会話が弾む。 
 

 
言葉による

伝え合い 

 

数量や図形、

標識や文字 
などへの関心・

感覚 
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○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

心を動かす出来事等に触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の仕

方などに気付き、感じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表

現する過程を楽しんだりし、表現する喜びを味わい、意欲をもつようになる。 

 

□小学校生活で見られるようになる姿(例) 

・楽しんで歌を歌ったり合奏したりして、自分の思いを表現することを楽しむ。 

・絵をかいたり粘土でつくることを楽しんだり、自分の感じたことを表し、想像したりして

豊かに表現する。 

・音読活動では、登場人物の気持ちを考えて、自分なりに表現する。 

・「一年生を迎える会」では、学校生活のことが相手に分かるように、絵や言葉などを工夫

して説明する。 

・表現遊びの発表では、楽しみながらリズムに乗って元気いっぱい表現する。 

 

※エピソード（具体的な場面） 

学級で飼っているザリガニを観察して、「ハサミ大きいなあ。強そうやなあ」と感動し、その

思いを画用紙いっぱいにかいている。 

 
豊かな 
感性と表現 

２ 

小
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近隣の保育所と交流を通して、お互いに親しみをもち、一緒に小学生になる喜びや期待がもてる

ように、取り組んでいます。また、小学校の授業を見学したり、１年生と交流をしたりすることで

小学校生活に期待がもてるように願っています。  

 活 動 ねらい      育まれた力 

５
月 

Ａ幼稚園で初顔合わせ 
互いの園所の名前を知り
一緒に歌ったり、遊んだり
する 

保育園所 
幼稚園 

・地域の 5 歳児の友達と触れ合って 
遊ぶことを楽しみ親しみをもつ 

・一緒に交流することや活動内容に 
期待をもつ 

・挨拶の大切さに気付き自ら
しようとしていた 

・他園所の友達や先生に関心
をもって関わっていた 

６
月 

Ｂ保育所で遊ぶ 
室内外で季節の遊びや体
を動かす遊びを楽しむ 

保育園所 
幼稚園 

 
・いろいろな友達と触れ合って遊ぶ

ことを楽しみ、親しみをもつ 
・今後の交流や活動に期待をもつ 

 
・みんなで遊ぶ楽しさを味 

わい、他園所の友達に親し 
みをもって話すようにな 
った 

７
月 

 
 
 
 
Ｃ保育所で、どろんこ遊び
をする 

保育園所 
幼稚園 

・どろんこ遊びを通して保育所や幼
稚園の友達と一緒に遊ぶことを楽
しむ 

・水、砂、土、泥の感触を楽しみな
がら工夫して遊ぶ 

・できたものを互いに見せ合
ったり、一緒に作ったりす
ることを楽しみながら、作
り方や工夫したところを伝
えようとしていた 

７
月 

Ｄ保育園主催の、音楽鑑賞
会に参加する 保育園所 

幼稚園 

・鑑賞会に参加し、美しい音楽や楽
器の音色に触れる 

 

・楽器のきれいな音色や音楽
を聴いたことで、感じたこ
とを言葉で伝え合い、共有
するようになった 

10
月 

鶴見緑地公園園外保育に
行き、自然散策やミニ運動
会をする 

保育園所
幼稚園 

・保育所、幼稚園の友達と触れ合い
一緒に活動を楽しむ 

・保育所、幼稚園の友達がお互いに
親しみをもって関わり、関係を広
げる 

 

・公園の広い場所で、一緒に
体を動かして遊んだこと
で、互いの名前を教え合っ
たり、小学校はどこへ行く
のかを伝え合ったりするよ
うになった 

12
月 
・ 
２
月 

幼保ドッジボール大会 
 

保育園所 
幼稚園 

 

・ドッジボールの活動を通して、保
育園所、幼稚園の友達と一緒に、
体を動かしたり交流したりする 

・ルールや約束を守って遊ぶ 
・共通の目標に向かって、集団での

活動を楽しみ、達成感を味わう 

・勝ち負けだけではなく、互
いに頑張っていることを認
め合うことを大切にする言
葉が聞かれた 

１
月 

小学校の広い運動場で幼
児と小学生でペアになり、
たこあげをする 
 

保育園所 
Ｅ小学校 

・小学生とペアを組み、楽しく過ご 
 す 
・たこあげを通して、小学生の優し

さに触れ、安心して活動する  

・小学生に親しみをもち、安
心して過ごしていた 

・小学生に教えてもらいなが
ら安全な遊び方に気付い
ていた 

幼稚園 
Ｆ小学校 

１
・
２
月 

1 年生と「どんぐりおもち
ゃまつり」で遊んだり、歌
を聞かせてもらったり、ラ
ンドセルを背負わせても
らったりする 保育園所 

幼稚園 
Ｅ小学校 

・校内の様子に関心をもち、園所と
の違いに気付く 

・1 年生に遊び方を教えてもらい、 
自分たちも挑戦する 

・小学校の先生や 1 年生に進
んで挨拶をしていた 

・1 年生に遊びに誘ってもら
い、楽しく遊べたことで、 
進学への期待が高まった 

校内の見学をしたり、1 年
生の授業参観をしたりす
る。個々にランドセルを背
負わせてもらったり、教科
書や道具箱を見せてもら
ったりする 

保育園所 
幼稚園 

Ｆ小学校 

・授業や教室、校内の様子に関心を
もつ 

・授業と休み時間をチャイムで知ら
せていること等、小学校生活の流
れを知る 

・先生の話を真剣に聞いたり、
意欲的に授業を受けている
1 年生の様子を見たりし
て、1 年生への憧れや小学
校生活への期待をもってい
た 

３ 保幼こ小交流活動について 

 

 

 

 

 （１） 幼稚園での取組（例） 

３ 

保
幼
こ
小
交
流
活
動
に
つ
い
て 
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小学生と触れ合ったり、授業に参加したりし、小学生や先生の優しさを感じたり、小学校の生活に期

待がもてるように願っています。お互いに活動にねらいをもって、それぞれの力が発揮できるように取

り組んでいます。 

活 動 ねらい 育った力 
 
 
 
 
 
 
サツマイモ苗植え（５月） 
（４・５歳児と２年生） 

幼稚園 

・苗を一緒に植えることを通して植え

方や育て方を教えてもらい、栽培活

動に興味や関心をもつ 

・サツマイモの苗を２年生が植える様子を見学

したり、一緒に植えたりしたことで、植え方

や育て方がよく分かり、自分たちで育ててい

くことに意欲をもち、苗の生長を楽しみにす

るようになった 

小学校 

・一緒に植える活動を通して、植物を

植える意欲を高めるとともに、年少

者に優しく接することができる 

・サツマイモの苗の植え方や育て方を年少者に

分かりやすく伝えるにはどうしたらよいか、

調べたり考えたりして、自分なりに工夫して

伝えていた 

 
 
 
 
 
 
 
 
絵本読み聞かせ（６月） 

（全幼児と５年生） 

幼稚園 

・５年生に、絵本や紙芝居を読んでも

らい、小学生の優しさに触れ、親し

みや憧れの気持ちをもつ 
・いろいろな絵本や紙芝居を読んでも

らい、絵や文字に興味をもったり、

お話のイメージを膨らませたりする 

・少人数のグル―プで関わることで、緊張がほ

ぐれ、読み聞かせをしてくれた５年生に親し

みや感謝の気持ちをもち、自分からお礼の気

持ちを言葉で伝えていた 
・いろいろな絵本や紙芝居に興味や関心をもち、

楽しみながらお話の世界に触れることができ

た 

小学校 

・幼児に対する優しさや思いやりの気

持ちをもつ 
・幼児が楽しめるように、絵本や紙芝

居の読み方を工夫する 

・幼児が興味をもちそうな絵本や紙芝居を選ん

だり、ゆっくり読んだりして、相手の立場に

立って物事を考え、優しい気持ちをもつこと

ができた 

 
 
 
 
 
 
 

プール活動（７月） 
（５歳児と１年生） 

幼稚園 

・広い小学校のプールで、１年生と一

緒に楽しく遊ぶ 
・1 年生と楽しく関わる中で、親しみ

をもつ 

・小学校の広いプールでのびのびと活動するこ

とができ、学校の施設に関心を高め、小学校

生活に期待をもつことができた 
・初めての広いプールで、１年生が優しく関わ

ってくれたことで、不安な気持ちの子どもも

安心して活動することができた 

小学校 

・楽しく水遊びをする 
・幼児と楽しく活動する中で、思いや

りや助け合いの心を育てる 

・緊張したり戸惑ったりする幼児に優しく接し、

手をつないだり、幼児の様子を見て、せかさ

ず待ったりし、相手のペースに合わせながら

行動することができた 

 
 
 
 
 
 
 

運動会（９月） 
（３・４歳児と４年生） 

幼稚園 

・自分たちの好きなことを演技や競技

に取り入れ、喜んで活動する 
・４年生の優しさを実感し、顔や名前

を覚え、親しみや憧れの気持ちを深

める 

・運動会に必要な物の製作のときから当日まで

同じペアで関わったことで、関わりを深め一

緒に達成感を味わうことができた 
・小学生が誘導したり教えてくれたりしたこと

で、安心して活動に参加し、より憧れの気持

ちをもった 

小学校 

・幼児に優しく接して、仲良く一緒に

活動することができる 
・世話をしたり、教えたりすることで、

思いやりの心を育てる 

・事前の活動から当日までいろいろな取組を行

うことを通して、責任感をもったり自分が役

に立っている喜びを感じたりした 

 
 
 
 
 
 
 
「にこにこまつり」（12 月） 

（全幼児と全学年） 

幼稚園 

・遊びを楽しむとともに、いろいろな

学年の児童の優しさに触れ、安心感

をもつ 

・全学年の小学生と接することができ、人と関

わる楽しさを味わった 
・小学生が遊びのルールを考え伝えてくれたこ

とで、自分からルールを守って遊び、規範意

識の芽生えにつながった 

小学校 

・意欲的に活動に取り組むとともに、

思いやりをもち、幼児に関わる 
・自分たちが準備した活動に幼児が楽しく参加

することで、年長者としての自覚が高まり、

自信につながった 

 （２） 小学校と併設している幼稚園の取組（例） 

３ 
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（小学校授業見学） 

日 時   年  月  日（ ） ：  ～  ：  雨天決行 係  

目 標 
○幼稚園、保育所の友達と一緒に活動し、遊びの充実や子ども同士の関わりを広げる 
○幼稚園、保育所の職員が相互の教育、保育所の養護の内容を学ぶ 
○幼稚園、保育所と小学校との連携を図る 

ねらい 

○授業見学を通して幼稚園や保育所と小学校との違いに気付き、就学への期待を高める 
・授業や教室、校内の様子に関心をもつ 
・幼稚園と保育所の子どもが一緒に見学をする中で、友達と一緒に学ぶことを楽しみにする 
・授業と休み時間、チャイムで時間を知らせていることなど、小学校生活の流れを知る 

参加者 

◇◇小学校１年生 
１組  先生  ２組   先生 
３組  先生  ４組   先生 

△△保育所      名（付添い 名） 
○○保育所      名（付添い 名） 
□□保育所      名（付添い 名） 
◎◎幼稚園      名（付添い 名） 

持ち物 笛、薬、着替え、カメラ、上靴、その他 
雨天時：レインコート、レインコートかけ、レジ袋、傘、大きなビニール袋等 

育みた 
い力 

・就学への期待や憧れ           知…言語、思考、創造 
・小学校生活への安心感や意欲   徳…人と関わる力、規範意識、生命の尊重 
・１年生への親近感           体…運動、基本的な生活習慣、健康・安全、食育 

時 刻 予想される幼児の活動 幼児への働きかけ 

 

○小学校に集合する 
・小学校の先生と挨拶をする 
  校長先生または教頭先生 
・授業見学時の約束を確認する 
・入室前に廊下で上靴に履き替え、下

靴は廊下に揃えて並べておく 
○２時限目の授業を見学する 
・クラスに分かれて見学する 
【１組   】 【２組   】 
  △△保育所 ⇔ ◎◎幼稚園 
【３組   】 【４組   】 
  ○○保育所 ⇔ □□保育所 
・授業終了後、お礼を言う 
 
○教室内を見学する 
・ロッカーや道具箱を見る 
・教室にいる１年生に質問する 
・退室する 
 
○校内を見学する 
・教頭先生に誘導していただき、並ん

でついていく 
○小学校の先生にお礼を言う 
○解散する 

・園所単位で集まり、静かに待機しておく 
・小学校の先生に気持ちよく挨拶ができるよう言葉

をかける徳  
 
・見学時や移動の際の約束を確認する（事前に各

園・所で子どもと話し合い、確認をしておく） 
★前半 :  ～  :  ／後半  :  ～  :   
・交代の時間を目途に隣の教室に移動し、その際、

下靴はそのまま置いておく 
・私語をせずに静かに参観するよう気付かせる徳 
・授業終了後、各クラスで小学生にお礼を言う徳 
・休み時間に教室内を見学し、小学生ならではの持

ち物や、物の始末・整理の仕方について気付ける

よう言葉をかける知 徳 
・室内に残っている小学生に質問をするなどして興

味や関心が膨らむようにする知 徳 
・チャイムを聞いて行動する小学生の姿を知らせ、

時間の区切りなどを意識できるようにする知 

徳 
・校舎や校庭などの広さを園・所と比べながら、違

いに気付けるように言葉をかける知 
・就学へ期待が膨らむように話をし、解散する 

知 徳  

 

 （３） 交流計画案 
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その他 

※付添い教職員数や各園所の子どもの不安を考慮し、今年度は各園所単位で見学を行う。 

※小学生の負担を考慮し、授業見学は２時限目のみとする。時間内に別教室へ交代する。 

※授業内容は交流ではなく、普段通りの授業を見せてもらうことを目的とする。 

※休み時間は校庭に全学年の児童が出て、教職員が園児・児童の安全を把握しきれない可能

性が高いことから、教室内の見学をする。 

・打合せ  月  日（ ）  ：  ～ ◇◇小学校 北会議室 

・感染症が流行して授業見学に参加できない場合は◎◎幼稚園に連絡をお願いします。 

◇◇小学校【TEL】※※※※－※※※※  

△△保育所【TEL】※※※※－※※※※ ○○保育所【TEL】※※※※－※※※※  

□□保育所【TEL】※※※※－※※※※ ◎◎幼稚園【TEL】※※※※－※※※※ 

評 価 
 

反 省 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

３ 
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（5 年生による幼児の絵本の読み聞かせ） 

主な 
活動 

○５年生が幼稚園児に絵本や紙芝居を読む 

○幼稚園児に歌や演奏を披露したり、一緒に体を動かしたりする 

ねらい 

５年生のねらい 

・幼稚園児に対する優しさや思いやりの気持ちをもつ 

・幼稚園児が楽しめるように、絵本や紙芝居の読み方を工夫する 

時間 児童の活動 幼稚園児の活動 環境 
指導者の働きかけ 

（５年生） 

9：30 

 

 

 

 

9：45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：05 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：30 

○講堂に集合する 

・はじめの言葉を言う 

・挨拶を交わす 

・グループになる 

 

○絵本を読む 

・５歳児担当は、幼稚

園児と一緒に多目

的室へ移動し、絵本

等を読む 

・３・４歳児担当は、

講堂内で、広い場所

を見つけ、絵本等を

読む 

・絵本等を交換して読

む 

・隣のグループと一緒

になり、読み手を交

代して読む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○幼稚園児と楽しい

時間をもつ（講堂） 

・歌を聞く 

・歌を歌う 

「ドレミの歌」 

・リコーダーを吹く 

「勇気りんりん」 

・幼稚園児と一緒に体

操をする 

○振り返りをする 

 

○おわりの言葉とお

礼を言う 

○講堂に集合する 

 

・挨拶を交わす 

・グループになる 

 

○絵本や紙芝居を見る 

・５歳児は、５年生と一

緒に多目的室に移動

する 

・３・４歳児は講堂内で、

グループごとに集ま

る 

・ペアグループの児童

に、いろいろな絵本や

紙芝居を読んでもら

う 

・ペアグループ以外の５

年生に絵本などを読

んでもらったり、話を

したりする 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○５年生と一緒に遊ぶ 

（講堂） 

・歌を歌う 

「あまだれぽったん（３・４歳児）」 

「ドレミの歌（５歳児）」 

・５年生の歌、演奏を聞

く 

・５年生と一緒に体操を

する「パパパ」 

○感想を話す 

 

○お礼を言う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生（）は 5 年生の人数 

３歳児２人×１０（２０人） 

４歳児３人×１０（２０人） 

５歳児５人× ５ （６人） 

 

多目的室 

 

 

 

 

 

 

 

講堂 

・幼稚園児を誘い、読み

聞かせをする場所に

移動して準備させる 

 

・絵本や紙芝居に興味を

もち、楽しんで見ても

らうため、読み方や本

のページのめくり方

等、その場の状況に応

じて工夫できるように

する 

 

 

・聞いてもらったことに

お礼を言ったり、幼稚

園児から感想を聞いた

りするよう促す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・歌やリコーダーの演奏

を楽しくできるように

する 

 

・幼稚園児と一緒に楽し

く触れ合うようにする 

 

 

・思いやりの気持ちをも

って、楽しくできたか

を振り返り、幼稚園児

を見送るようにする 

３ 

保
幼
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舞台 

5-2 幼 5-1 

入口 

舞台 

全部を使っ

て読み聞か

せをする 

入口 

読み聞かせ

の場所 

入口 



 

第 3 章 小学校教育への接続 119 

※事前打合せ 6/○（○）16：00  ※お礼の手紙渡し 7/△（△）11：25  ※事後反省会 7/□（□）16：00 

○５年生に絵本や紙芝居を読んでもらう 

○５年生の歌や演奏を聴いたり、一緒に体を動かしたりして遊ぶ 

幼稚園児のねらい 

・５年生に絵本や紙芝居を読んでもらい、小学生の優しさに触れ、親しみや憧れの気持ちをもつ 

・絵本や紙芝居を読んでもらい、絵や文字に興味をもったり、お話のイメージを膨らませたりする 

指導者の働きかけ 
（３歳児） 

指導者の働きかけ 
（４歳児） 

指導者の働きかけ 
（５歳児） 

・５年生に絵本、紙芝居を読んで

もらうことに安心感をもち、楽

しみにできるよう、事前に知ら

せておく 

 

・１対１で５年生に関わってもら

うことで、親しみをもって接す

ることができるようにする 

・どんな話か興味や関心をもって

見ることができるように言葉を

かける 

・感じたこと、気付いたことを受

け止める 

・読んでもらって嬉しい気持ちや

絵本が面白かった気持ちを受け

止め、共感する 

・指導者と一緒にお礼の言葉を言

えるようにする 

 

 

 

 

 

 

・自分たちの好きな歌を聴いても

らう嬉しさを感じ、優しい声で

歌えるよう言葉がけをする 

・５年生の歌声やリコーダーの音

色に興味をもっている様子に共

感する 

・自分たちの好きな体操を５年生

と一緒にすることを喜び、のび

のびと体を動かせるよう声をか

ける 

・楽しかった気持ちに共感し、ま

た会いたいという気持ちがもて

るようにする 

・事前に５年生に絵本を読んでも

らうことを話し、安心したり、

期待をもったりして参加できる

ようにする 

 

・自分から挨拶ができるように、

挨拶をしている姿を認め、他児

に知らせる 

・いろいろな絵本や紙芝居に興味

をもち、５年生の声に耳を傾け

られるよう援助する 

・５年生に親しみをもつことがで

きるように、５年生の優しさを

嬉しいと感じる気持ちに共感す

る 

・感じたことや気付いたことに共

感し、自分なりの言葉で５年生

に伝えられるよう助言する 

 

 

 

 

 

 

・歌を聴いてもらえる嬉しさを感

じ、のびのびと歌えるよう声を

かける 

・５年生の歌やリコーダー演奏を

聴かせてもらえる喜びに共感

し、憧れの気持ちをもつことが

できるように声をかける 

・自信をもって体操する姿を認め

５年生と一緒に体を動かす嬉し

さを感じられるよう声をかける 

・楽しかった気持ちに共感し、お

礼の気持ちをもって、言葉で伝

えられるようにする 

・図書室に事前に訪れたり、昨年のこ

と（絵本のこと・カレー音頭を一緒

にしたこと）を思い出せるように話

をしたりし、５年生と一緒に活動す

ることに期待をもつようにする 

 

・５年生に親しみをもち、指示や話に

気持ちを向けて話を聞けるようにす

る 

・絵本を読んでもらって感じたこと（も

っと読んでほしい、嬉しかったなど）

気付いたことなど自分なりに伝えよ

うとする姿を認め、他児にも広めて

いく 

・様々な絵本や紙芝居に親しみをもち、

お話の世界に入って楽しめるよう、

子どもの思いに共感し、指導者も共

に楽しむ 

 

 

 

 

 

 

 

・歌を聴いてもらう嬉しさを感じ、５

年生に喜んでもらえるような歌声に

なるよう意識して歌えるようにする 

・歌声やリコーダーの音色の美しさを

感じたり、憧れをもったりする姿を

受け止め、共感する 

・５年生と一緒に体を動かした楽しさ

を受け止め、共感し、より親しみの

気持ちが高まるようにする 

・今日の活動を振り返り、お礼の手紙

を書きたいという意欲をもつように

する 

・今後の３歳児との関わりに、思いを

つなげていくようにする 
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ふれあい遊び（６月） 

＜活 動＞  ○ゲームや、ふれあい遊びをする。 

＜ねらい＞  

幼稚園  ○小学校に対して期待をもつ。 

小学校  ○幼児に対して優しく関わる。 

＜指導者の働きかけ＞ 

・一緒に遊ぶ楽しさに共感し、小学生への親しみを感じられるようにする。 

・指導者も一緒に遊びながら、ルールを守って遊ぶ楽しさや大切さを感じられるようにする。 

＜育みたい力＞ 
・２年生への親しみや、小学校に対する安心感 

   ・ルールを守る意識 

 

 

 

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プール活動（７月） 

＜活 動＞  ○小学校のプールで５年生と一緒に遊ぶ。 

        ○プールの中で小学生と触れ合って水遊びを楽しむ。 

＜ねらい＞ 

保育所  ○小学生と触れ合い、プール遊びを楽しむ。 

幼稚園  ○プール交流を通して学校生活に興味をもつ。 

小学校  ○幼児と楽しく活動する中で、思いやりや助け合いの心をもつ。 

＜指導者の働きかけ＞ 

・水を怖がるなど配慮の必要な子どもに対する情報交換を事前に行い、当日の水深や活動する位置、ペア

リングなどに留意し、幼児が安心して活動できるようにする。 

・小学生の優しい関わり方やよい刺激を受けたことを、機会を捉えて子どもたちに伝え、小学生に憧れを

もつことができるようにする。 

＜育みたい力＞ 
・広いプールで活動したことによる自信やプール遊びへの意欲 

・しっかり話を聞く力や、自分自身の安全について考えたり約束を守って行動したりする力 

・小学生への信頼感 

 

 

 
 

 （４） 幼稚園・保育所での取組（例） 

て、つないで 

もらっているから 

だいじょうぶや！ 

きもちいいなぁ～ 

おおきいプール 

たのしいわ！ 

どんどん ながく 

なってきたよ！ 
みんなですると 

たのしいなぁ 

 
手、つないでるから 

大丈夫やで  

小学生 

３ 

保
幼
こ
小
交
流
活
動
に
つ
い
て 
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学校ごっこ（11 月）  

＜活 動＞  ○小学校での学習の仕方を知る。 
＜ねらい＞              

幼稚園  ○教室での学習の雰囲気を知る。 
     ○５年生との１対１での関わりを楽しむ。 
小学校  ○どのような教え方がよいのかを、自分なりに考えて教える。 

＜指導者の働きかけ＞ 
・小学校への期待をもたせるような言葉をかける。 
・安心して活動できるように、教室の様子を丁寧に伝える。                     

・不安そうにしている子どもには、小学校の指導者と共に必要に応じて助言する。 

＜育みたい力＞                   
・小学校での学習に対する期待感 
・高学年の児童に対する憧れ 
 
 
 

      

 

 

       
 
 
 
 
 
 
 
   

  

運動会ごっこ（10 月） 

＜活 動＞  ○運動会で発表したダンスを見せ合う。 
＜ねらい＞  

幼稚園  ○５年生に見てもらうことで、満足感を味わう。 
小学校  ○幼児に対して、思いやりをもって話す。 

＜指導者の働きかけ＞ 
・自信をもって自分たちの演技をするように励ます。 
・小学生の演技のすばらしさに共感し、小学生への憧れや小学校への期待を感じられるようにする。 
・小学生と一緒に、どのようなところを頑張ったか話し合い、感じたことや思ったことを話せるように 
 促す。 

＜育みたい力＞ 
・小学校への憧れや親しみ 

   ・自分たちの演技への自信 
 
 
                         

 
 

おにいちゃんに 
おしえてもらって 
うまくかけた！ 

そうそう 
上手に書けているよ！ 

ドキドキするなぁ 

ぼくたちのおどり 
みてください 

おにいちゃん、おねえちゃん

すごいなぁ 

小学生 

３ 

保
幼
こ
小
交
流
活
動
に
つ
い
て 
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作品展の案内（11 月～12 月） 

＜活 動＞  ○幼稚園の作品展に小学生を招待し、自分たちの絵や作品を小学生に紹介する。 

＜ねらい＞  
幼稚園  ○自分たちの絵や作品について、自信をもって紹介する。 
     ○相手に分かるように説明する。 

   小学校  ○幼児の絵や作品を見学し、工夫しているところや、精一杯やり遂げた嬉しさ等に気付き、 
         認める。 

＜指導者の働きかけ＞ 
   ・小学生に見てもらいたいことや聞いてもらいたいことを事前に話し合っておく。 
   ・当日は、自分から進んで小学生に話しかけられるように励ます。 

・事後には、小学生に見てもらったり認めてもらったりして嬉しかったこと等を話し合い、自信に 
つながるようにする。 

 ＜育みたい力＞・自分の絵や作品への自信               
        ・相手に分かるように話す態度や気持ち         
 
 

                  
 

 給食体験（３月） 

＜活 動＞  ○１年生の給食の準備の様子を見たり、一緒に昼食を食べたり、歯みがきや後片付けをした 

        りする。 

＜ねらい＞  
幼稚園  ○小学校の給食の様子を知り、期待をもつ。 
     ○幼稚園との違いや同じところに気付く。 

  小学校  ○自分たちの給食の様子を幼児に分かりやすく紹介する。 

＜指導者の働きかけ＞ 
  ・当日までに給食について知っていることや１年生に聞いてみたいこと等を話し合い、一緒に昼食を食 

べることへの期待を高める。 
   ・一緒に食べる嬉しさや楽しさに共感するとともに、当日の給食のメニューや１年生が食べる様子、準 

備や片付けの様子にも関心をもたせる。 
   ・事後には、弁当と給食との違いや、食べてみたいメニューについて話し合い、給食への期待を高める。 

 ＜育みたい力＞ 
   ・給食への期待や安心感 
   ・給食準備や当番活動への意欲 
 
 
 

                            
  

お弁当の並べ方と 
違うんだよ 

小学校の給食は 
おいしいよ 

はやくきゅうしょく

たべたいな 

こんなふうに 
置いたらいいよ 

みてみて！ 
ぼくがつくった

のはこれだよ 

ベッドもあるし 
あそぶところもある

 小学生 

 小学生 

 小学生 

３ 

保
幼
こ
小
交
流
活
動
に
つ
い
て 

年長さん、よく考えて

つくったね 

２階建ての家 
上手やなあ 

 小学生 

 小学生 
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小学校体験（2～3 月） 

＜活 動＞  ○小学校の生活体験をする。 
         （朝の会・終わりの会、国語・算数・体育・生活、給食用エプロン着脱体験等） 
        ○地域の幼稚園・保育所の 5 歳児が一緒に小学校を訪れ、交流をする。 

＜ねらい＞  
幼稚園  ○小学校生活の一部を体験し、小学校への期待をもつ。 
保育所  ○１年生と関わりながら、一緒に活動する楽しさや親しみを感じる。 

○小学校へ行く他の園所の子どもに親しみをもつ。 
○自分の思いを相手に分かるように伝えたり、相手の話をしっかり聞いたりする。 

   小学校  ○１年生の学校生活の様子を、子どもに分かりやすく伝える。 

＜指導者の働きかけ＞ 
  ・事前に体験内容を知らせて期待を高めたり、１年生に聞きたいことや教えて欲しいこと等を話し合った

りしておく。 
  ・子ども同士が親しみをもてるような橋渡しをしていく。 

   ・当日は、子どもの嬉しさや喜びを受け止めるとともに、必要に応じて１年生との橋渡しをする。 
   ・事後には、楽しかったことや嬉しかったこと等を話し合い、入学への期待を高める。 

 ＜育みたい力＞ 

・就学への期待や憧れ 
・小学校生活への安心感や意欲 

    ・１年生への親近感 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

ほんをいれるの 
ちょっと 

むずかしいな

エプロン

ぶかぶか 

ボタンかけ 
手伝おうか？ 

 小学生 

３ 

保
幼
こ
小
交
流
活
動
に
つ
い
て 
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小学校学習指導要領の改訂により、幼児期の教育と小学校教育との円滑な接続については重要性が一

層高まっています。これらを受け、各小学校においては、入学した児童が、幼児期の教育における遊び

や生活を通した学びと育ちを基礎として、主体的に自己を発揮しながら学びに向かうことが可能となる

ようにするためのスタートカリキュラムの充実を図っています。 

特に、小学校の入学当初においては、幼児期の遊びを通じて総合的に育まれてきたことが、各教科

等における学習に円滑に接続されるよう、スタートカリキュラムを児童や学校、地域の実情を踏まえ

て編成し、その中で、生活科を中心に、合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定など、指導の

工夫や指導計画の作成が行われています。 

 

【長期的なスタートカリキュラム イメージ例】 

時期 4 月 5 月 6 月 7 月 

つ
な
が
り 

 

活
動
と
指
導 

    

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ね
ら
い 

入学直後は、子どもた

ちの心をほぐし、1 対 1

の人間関係をつくるこ

とを意識してカリキュ

ラムを編成します。安心

して生活できる環境を

設定します。 

１対１の安心できる

関係ができる５月頃か

ら、小グループでの活動

を増やし、つながりを広

げます。自分のことは自

分でできるよう促しま

す。 

子ども同士のつながりを強め、学級を意識さ

せる活動を増やします。カリキュラムの中にも、

教科としての学習が増えてきます。様々な学習

の中で、子どもが自分らしさを発揮できるよう

配慮し、また、主体的に取り組もうとする態度

を伸ばすように指導を工夫します。 

 

小学校へ入学した子どもたちは、「小学校、楽しみだな。でも、小学校ってどんなことするのかな」

「小学校でも、友達ができるかな」など、小学校生活への期待と同時に不安を抱いています。また、

保護者の方々も不安な気持ちを抱かれることがあります。 

就学前施設の生活と小学校生活は、全く違うものでしょうか。いったい何が違うのでしょうか。 

小学校は、教室の中に自分の机があります。活動時間は時間割で区切られ、チャイムの合図で行動

します。建物（校舎）は大きくなり、活動場所（校庭）も広くなります。６年生のお兄さんやお姉さ

んがいて、集団の年齢差も大きくなります。入学したばかりの子どもにとって、このような環境の変

化や人とのつながりの変化は、適応していかなければならないものです。 

 幼児期における遊びを通しての総合的な指導を通じて育まれてきたことを、各教科等における学習

に円滑に接続されることを目指してつくられるのが、小学校の「スタートカリキュラム」です。幼児

期の教育と小学校教育の円滑な接続のためには、子どもの学びや育ちが連続していることや、小学校

生活は就学前教育の延長線上にあることを理解することが大切です。 

本項では、入学してからおよそ１週間程度の小学校の様子を紹介しています。同時に、円滑な接続

によって、就学前教育の学びや育ちがどのように発揮されているかを示しています。就学前教育と小

学校教育の接続について、就学前施設と小学校の指導者や保育者、保護者が互いに理解し合うことに

より、子どもたちが安心して自己を発揮し、主体的に学びに向かうようになることを期待しています。 

 （１） 「スタートカリキュラム」作成に向けて 

４ 大阪市立小学校 スタートカリキュラム（例） 

心をほぐし、 

つながりをつくる活動 

つながりを広げ 

自立を助ける活動 

つながりを強め 

自分らしさを発揮し、 

主体性を育む活動 

教科横断の合科的・関連的な指導（生活科を中心として）      教科等を中心とした指導 

クラスのつながり   小グループのつながり １対１のつながり 

４ 

大
阪
市
立
小
学
校 

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
例
）
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入学してきた子どもたちは、小学校生活への期待と同時に不安を抱いています。最初の１週間は、「心

をほぐす」「学校に安心感をもつ」「先生や友達と１対１のつながりをつくる」時期です。明日も学校へ

行こう！と思える活動をたくさん取り入れます。 

このスタートカリキュラム（例）では、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（10 の姿）の意識

化を図るため、例となる「10 の姿」を１～２つ掲載しています。ただし、子どもたちの姿から読み取

れる姿が、掲載した姿だけではないことに留意してください。 

 

校時 学習活動 入学式 

 

学校行事 

入学式 

・小学校生活に期待をもつ 

・教室の場所や担任の先生を知る 

・友達がいることが分かる 

・入学式に出席する 

 

 
 

小学校の学習活動に関わる子どもの 
活動内容を表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例） 

  

校時 学習活動 １日目（始業式） 

１ 

学校行事  

始業式（1/3） 

着任式（1/3） 

対面式（1/3） 

 

・小学校生活に期待をもつ 

・元気に挨拶をする 

２ 
生活・音楽・国語 

「がっこう だいすき」 

・みんなで声を合わせて歌う 

・歌を歌ったり、音楽に合わせて体を動かしたりする 

・隣の友達と手をつないだり、じゃんけんをしたりする 

（１対１のつながりをつくり、緊張をほぐす） 

３ 
生活・学級活動 

「わたしの ばしょ」 

・靴箱やロッカーの場所が分かり、 

使い方を知る 

・登校した後の過ごし方が分かる 

・教室の中に「自分の場所」 

を意識する 

４ 

生活・学級活動 

「がっこう だいすき 

～また、あした～」 

・机の中を整理し、帰る用意をする 

 

  

・みんなで簡単な手遊びをし、 

「明日も 学校へ来たい！」   

という気持ちをもつ 

 （２） 入学当初の「スタートカリキュラム」 

 自立心  社会生活
との関わり 

生活上のきまり等を理解し、

行動する姿は、幼児期から育

まれていました。就学前施設

とは、高さや広さ、収納方法

などが異なりますが、幼児期

の経験を生かして、掲示物を

見ながら自らやってみようと

します。 

小学校での子どもの活動の様子

を写真で示しています。 

1/3 とは、１校時（45 分間）の 1/3 を活用するという意味です。

１年生の最初の頃は、１校時にいくつかの活動を取り入れ、45

分間集中して活動する習慣がつくように配慮しています。 

就学前教育での姿が小

学校でどのような活動

や姿と関係しているか

を表しています。 

小学校では、入学説明会等で、保護者に小学校生活について丁寧に伝えることで、安心して入

学を迎えられるようにしています。また、授業参観や、懇談会、学級便りなどで、児童が主体的、

協働的に学ぶ姿や、分かるようになっていく過程の大切さなど、学習に取り組む様子について保

護者に発信し、家庭との連携を図っています。 

 
道徳性・ 
規範意識
の芽生え 

 
豊かな 
感性と 
表現 

４ 

大
阪
市
立
小
学
校 

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
例
）
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校時 学習活動 ２日目 

朝の会 

朝の会 

「げんきに 

おはよう」 

・元気に挨拶をする 

・自分の健康状態を伝える 

・元気に体を動かしながら、 

歌を歌い、心をほぐす 

１ 
生活・国語・学級活動 

「さんぽ しよう」 

・教室の近くを散歩する 

・「トイレ」や「保健室」「遊具」を見つける 

・担任の先生以外の人と出会う 

・遊具の使い方が分かる 

２ 

生活・体育 

「かけっこ 

ならびっこ」 

  

・体操服に着替える（服をたたむ） 

・運動場を力いっぱい走る 

・友達と一緒に活動 

する 

・自分の並ぶ位置が 

分かる 

３ 
図工・国語 

「せんで あそぼう」 

・色鉛筆やパスを使っていろいろな 

線を引く 

・正しい鉛筆の持ち方を知る 

・手首をうまく使って線を引く 

４ 
生活・学級活動 

「いい におい」 

・「いいにおい」のもと（給食室）を 

探しに行き、給食室を知る 

・手洗い場や石鹸の使い方を知る 

・給食着に着替えて、 

ナフキンの準備をする 

・６年生に付き添って 

もらい、給食を運ぶ 

給食 「いただきます」 

・配膳する 

・食事の挨拶をして、おいしくいただく 

・食器の後片付けをする 

５ 

国語 

「おはなし 

でておいで」 

 

・先生の近くに集まって、 

絵本の読み聞かせを楽しむ 

・「どんなお話だったか」 

「どこが面白かったか」 

など、話の内容を伝え合う 

 

下校 

生活 

「がっこうの 

かえりみち」 

・元気に挨拶をして「明日も学校へ来たい！」という気持ちをもつ 

・地域ごとに分かれて、先生と一緒に下校する 

・安全な登下校の仕方を学ぶ 

小学校では、始業式の翌日から給食が始まります。  
以前は、入学直後は午前中の学習だけで帰宅する場合が多か

ったのですが、就学前施設でも午後の活動がありますので、

最近は５時間目の学習をして帰宅する学校もあります。 

就学前施設でもかいたりつくったり

する活動を楽しんできました。小学

校では、活動の工夫がされ、 
「もっとかきたい」と 
積極的に鉛筆を持って 
取り組んでいます。 

就学前施設では、季節に

合った歌や手遊び、就学

に向けて期待を膨らま

せるような歌を歌って

いました。それらを取り

入れて、安心感や意欲が

もてるように工夫し、友

達と交流ができるよう

な活動が取り入れられ

ています。 

 
道徳性・ 
規範意識
の芽生え 

 社会生活と 
の関わり 

就学前施設では、先生

や友達と鬼ごっこやか

けっこをして遊びまし

た。小学校の広い運動

場で、思い切り走るこ

とを楽しんでいます。 

就学前施設でも、みんなでお弁当

や給食を食べる準備をしていま

した。６年生に用意をしてもらい

ながら、給食当番の 
役割を知り、意欲を 
もって取り組む姿も 
見られます。 

 健康な 
心と体 

 協同性 

 協同性 

 
社会生活と 
の関わり 

 
豊かな 
感性と表現 

就学前施設でも絵本を読んでもらっ

たり、自分で読んだりしていました。

感じたことを言葉で話したり、絵本を

通して話題を共有 
したりしながら、 
一体感や安心感が 
高まっていきます。 

 言葉による 
伝え合い 

 
道徳性・ 
規範意識
の芽生え 

４ 

大
阪
市
立
小
学
校 

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
例
）
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校時 学習活動 ３日目 

朝の会 

朝の会 

「げんきに 

おはよう」 

・元気に挨拶をする 

・自分の健康状態を伝える 

・体を動かしながら歌を歌い、 

心と体をほぐす 

１ 

生活・国語・図工 

「がっこう だいすき 

～はるを  

みつけた～」 

・散歩の範囲を校庭に広げ、 

見つけた「春」を絵や言葉 

で伝える 

２ 

生活・国語 

「がっこう だいすき 

～がくしゅうえんに 

いこう～」 

・学校の学習園に行き、春に咲く花や活動する虫を見つける 

３ 

国語・生活 

「ひらがなを 

よもう・かこう」 

・見つけた春を文字で読む 

・机の端に貼ってある自分の名前を 

見ながら丁寧に書き写す 

４ 

算数 

「ともだち」 

「すうじを かこう」 

・算数の教科書を見て、具体物を数える 

・ノートの使い方が分かる 

給食 給食の準備・片付け 

・６年生に付き添ってもらい、 

給食を運ぶ  

・配膳する 

・食事をする 

掃除 掃除 

・６年生に教えてもらいながら、 

自分たちで教室を掃除する 

 

 

 

昼休み 
 

・みんなで運動場に出て遊ぶ 

５ 
音楽・学級活動 

「がっこう だいすき」 

・声を合わせて楽しく歌う 

・明日の歌を決め、「明日も 

学校へ来たい！」という 

気持ちをもつ 

下校 
 

１４：３０下校 

就学前施設でも季節を感じる体験をた

くさんしてきました。広い校庭では、い

ろいろな発見があり、 
見つけたことを友達に 
伝えたくて、ワクワク 
しています。 

就学前施設でも毎日 
友達と一緒に歌を歌 
いました。小学校で 
新しい友達と、知って 
いる歌を歌うと、とても楽しい気持ちにな

ります。 

就学前施設で、花を育てたり、虫を見つけたり 
することは大好きでした。小学校では、校庭に 
いろいろな花や木があり、どこに虫がいるのか 
探したりするのが楽しみです。 

安心して学校生活を楽しむことができるように、一定期間は、同じ学習内容を繰り返し

たり、少しずつ学習内容が高まっていくような工夫をしたりしています。また、思いや

願いの実現に向けた主体的な学習活動をゆったりとした時間の中で進めていけるよう

に、２時間続きなども工夫しています。 

 言葉による 
伝え合い 

 
自然との 
関わり・ 

生命尊重 

 
豊かな感 
性と表現 

 

数量や図形、 
標識や文字 
などへの関
心・感覚 

ぞうきんの絞り方は、就学前

施設で教えてもらいました。

机や椅子も自分たちで運ん

でいましたが、小学校の机は

大きさが違います。友達や上

級生と一緒に運んだり、並べ

たりします。 

 協同性 

 
道徳性・ 
規範意識
の芽生え 

 

 
協同性 

 
道徳性・ 
規範意識
の芽生え 

 健康な 
心と体 

４ 

大
阪
市
立
小
学
校 

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
例
）
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校時 学習活動 ４日目 

朝の会 

朝の会 

「げんきに 

おはよう」 

・元気に挨拶をする 

・自分の健康状態を言う 

・昨日決めた歌を歌う 

１ 
生活・国語・算数 

「がっこう だいすき 

～じぶんの なまえ 

ともだちの なまえ～」 

・学級の友達の名前を何人知っているか、 

数える（人の数え方） 

・名前を教え合う。 

・カードに自分の名前を丁寧に書く 

（ひらがなの練習） 

・たくさんの友達ができたことを喜び合う 
２ 

３ 

体育・学級活動 

「がっこう だいすき 

 ～かけっこ  

ならびっこ～」 

 

・友達と、ルールを守って遊ぶ 

・並びっこを通して、体育の座り方や 

 集合の仕方を学ぶ 

・遊具を使って活動する 

  

４ 
算数 

「ともだち」 

・教科書の絵を見て、具体物、半具体物を 

 数字に対応させる 

・数字を書く（1～５） 

給食 給食の準備・片付け 

・６年生に付き添ってもらい、給食を運ぶ 

・配膳する 

・食事をする 

・片付ける 

掃除 掃除 

・６年生に教えても 

らいながら、自分 

たちで教室を掃除 

する 

昼休み  

・運動場の遊具で遊ぶ 

  

５ 
学校行事 

「しゅうだんげこう」 

・地域別に集まる教室へ移動する 

・班ごとに下校する 

下校  １４：３０下校 

ジャングルジムや登り棒など

の固定遊具に慣れ親しんでい

ます。小学校では固定遊具の 
サイズが違うので、遊び方や

安全に注意が必要です。先生

に教えてもらったり、お兄さ

ん、お姉さんの様子を見たり

して、遊具の使い方を知って

いきます。 

散歩や遠足でも間隔を

あけて歩いたり、並んだ

りしてきました。小学校

では、みんなで楽しく活

動するために、遊ぶとき

の約束や並び方を教え

てもらったり、考えたり

します。 

 

 
道徳性・ 
規範意識
の芽生え 

 
健康な 
心と体 

 

数量や図形、 
標識や文字 
などへの関
心・感覚 

 

数量や図形、 
標識や文字 
などへの関心・ 
感覚 

 
社会生活と 
の関わり 

 
道徳性・ 
規範意識
の芽生え 

 健康な 
心と体 

次第に座学が中心になりますが、入学直後は、心をほぐすため

に、思考と表現の一体化という低学年の特質を活かした生活科

を中心に合科的・関連的な指導を行います。 

 
健康な 
心と体 

 
道徳性・ 
規範意識
の芽生え 

 協同性  自立心 

 
社会生活と 
の関わり 

４ 

大
阪
市
立
小
学
校 

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
例
）
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校時 学習活動 ５日目 

朝 の 会 

朝の会 

「げんきに 

おはよう」 

・元気に挨拶をする 

・自分の健康状態を伝える 

・決めた歌を歌う 

１ 

生活・国語・学級活動 

「がっこう だいすき 

～あめのひだって 

たのしいよ～」 

・学校図書館に行く 

・学校図書館の使い方が分 

かり、好きな本を借りる 

２ 
国語 

「あめ」 

・「あ」と「め」の文字を読んだり、なぞり書きをしたりする 

・「あ」のつくことば、「め」のつくことばを集める 

３ 
算数 

「ともだち」 
・教科書の絵を見て、具体物を数える（6～10） 

４ 

道徳・生活・学級活動 

「がっこう だいすき 

～はしって 

いいのかな～」 

・雨の日の過ごし方を、資 

料を通して学習する 

・滑りやすい廊下や階段の 

歩行の仕方を学習する 

給食 給食の準備・片付け 

・自分たちで給食の準備や片付けをする 

掃除 掃除 ・自分たちで教室をきれいに掃除する 

昼休み  ・教室で静かに過ごす 

５ 

音楽 

「えをみて 

うたおう」 

「リズム まねっこ」 

・リズムに合わせて手をたたく 

・足踏みをする 

・明日の歌を決める 

下校  

１４：３０下校 

就学前施設で、発育測定や健康や保健指導を通して、自分の体の成長や健康に関心をもつように

育ってきています。 

小学校では、４～５月は保健行事がたくさんあります。そのため、保健室での並び方、検査の受

け方などを、養護教諭から教えてもらいます。 

発育測定では、健康に関する話も聞きます。 

小学校国語科での「話す」「聞く」力の育成、コミュニケーション能力に関わることは、就学前

施設でも毎日の生活の中で、発達に応じて指導しています。話形にそって話すことは、小学生に

なってから学ぶことです。文字の指導も、基本的には小学校になってから指導します。 

しかし、就学までに絵本・お話や文字に興味や関心をもって親しんでいることが小学校での学

習活動につながっていきます。 

雨の日の安全な過ごし

方については、就学前施

設でも経験し、理解して

います。小学校の広く大

きい校舎内で安全に過

ごすためのきまりやル

ールについて改めて知

り、守って行動する姿に

つながっていきます。 

就学前施設でも毎日の生活の中で、いろ

いろなリズム遊びを楽しみました。学校

でも友達や先生の動きを見たり、手拍子

を聞いたりしながら、リズムに合わせる

楽しさを味わっています。 

 
健康な 
心と体  

道徳性・ 
規範意識
の芽生え 

 

数量や図形、 
標識や文字 
などへの関
心・感覚 

 
道徳性・ 
規範意識
の芽生え 

 
社会生活と 
の関わり  

健康な 
心と体 

 
豊かな 
感性と表現 

 言葉による 
伝え合い  

社会生活と 
の関わり 

天候によって学校での過ごし方も変わります。廊下や階段の歩き方、学校図書館

での過ごし方などを指導します。最初の１週間は地域別に分かれて、教師が引率

して帰宅させたりもしますが、見守る位置を少しずつ変えて、自立を促します。  

 
健康な 
心と体 

 自立心 

４ 

大
阪
市
立
小
学
校 

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
例
）
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校時 学習活動 ６日目 

朝の会 

朝の会 

「げんきに 

おはよう 

～にっちょくのしごと～」 

・元気に挨拶をして、昨日決めた歌を歌う 

・「日直」の仕事が分かり、責任をもって行おうとする 

意欲をもつ（挨拶の言葉がけ等） 

１ 

生活・国語・学級活動 

「がっこう だいすき 

～がっこうのまわり～」 

・学校の周りを散歩する 

・見守り隊の方、学校の 

周りの自然など、出会 

った人や見つけたもの 

について発表する 

・はっきりと、分かりや 

すく伝える 

２ 

算数・生活 

「がっこう だいすき 

～どちらがおおい？～」 

・具体物（校内に咲いている花など）を 

数える 

・具体物の量を比べ、 

「多い」「少ない」が 

分かる 

・数字を表す量を知る 

３ 

図工・国語 

「がっこう だいすき 

～ひらがな～」 

・一筆で書ける文字「の」を学習する 

・粘土を使って文字の形をつくる 

 

 

 

 

４ 

生活・体育 

「がっこう だいすき 

～ゆうぐであそぼう～」 

・遊具の安全な使い方を知る 

・ジャングルジムに登る 

給食 給食の準備・片付け ・自分たちで給食の準備や片付けをする 

掃除 掃除 ・自分たちで教室をきれいに掃除する 

昼休み  

・運動場で遊ぶ 

５ 

生活・図工・学級活動 

「がっこう だいすき 

～じぶんの かお～」 

・パスを使って、自分の 

顔をかく 

・楽しみながら絵をかく 

・掲示された絵を見て、 

「クラスの友達」を意 

識し、クラスの一員と 

しての自覚をもつ 

下校  １４：３０下校 

日直の仕事、当番活動も１年生はしっかりできますし、意欲を

もってやろうとします。仕事を任せることで、小学生としての

自覚が生まれます。 

ここに示した活動は、スタートカリキュラムの一例です。 
入学から１か月ほど経つと、子どもたちも４５分の学習に慣れ、１時間に１教科の指導が行われるようになり

ます。 この例のように、スタートカリキュラムは、小学校生活への滑らかな接続を目的にした入学直後の学習過

程ですから、子どもの実態や保幼こ小の交流・連携の状況をベースに、時期や内容を調整することになります。 
就学前施設では、みんなで活動することの楽しさ、新しいことへ挑戦する意欲などの情意面とともに、数の概

念やコミュニケーション能力の基礎など様々なことを指導しています。これらの就学前教育における指導や、保

幼こ小の交流・連携を通して、小学校の指導者が子どもへの理解を深めることで、就学前教育から小学校教育へ

円滑な接続を図ることができます。 

就学前施設でもいろいろな画材で

絵をかくことを楽しみました。み

んなで一緒にかいたり、見合った

りして新しい友達のことにも関心

をもちます。 
 

就学前施設でも当番

活動を通して、自己

有用感や自信をもつ

姿が見られました。 

 
道徳性・ 
規範意識
の芽生え 

 
言葉による 
伝え合い  

社会生活と 
の関わり 

 健康な 
心と体 

 
健康な 
心と体 

 
豊かな 
感性と表現 

 
思考力の 
芽生え  

数量・図形、 
標識や文字 
などへの関 
心・感覚 

 協同性 

就学前に抱いていた

文字や数字の学習、友

達と一緒に学ぶこと

への期待が学習意欲

につながる瞬間です。 
 

数量・図形、 
標識や文字 
などへの関 
心、感覚 

４ 

大
阪
市
立
小
学
校 

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
例
）
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１年生が小学校生活を送る中で、多くの経験を重ね、指導者や友達と様々なことを学んできま

した。小学校生活に自信をもって過ごすことができるようになり、次に新しい１年生を迎える準

備をしていきます。 

 

（第 1 学年 生活科とのつながり 2 月の学習指導案より） 

 ようこそ小学校へ —あたらしい１年生のためにできることを考えよう— 

単元名 「もうすぐ２ねん生」 

単元 

目標  

1 年間の生活や自分でできるようになったことを振り返ったり、新しい 1 年生と

関わりを深めたりするなかで、自分や友達の成長に気付くとともに、支えてくれ

た人への感謝の気持ちと、2 年生に向けての期待感や意欲をもつことができるよう

にする。 

本時の

目標 
〇新しい 1 年生のために、自分たちができることを考えて話し合うことができる。 

〇学習活動 ・教師のコーディネート 

 

 

〇本時のめあてをつかむ。 

・「たのしい」「あんぜん」「なかよし」等のキー

ワードをもとにできることを考えて、自分のイ

チオシを見つけたね。 

・友達はどんなイチオシをみつけたのかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時のめあてを達成するために、どんなことを

したらよいか考える。 

  

・自分の考えを分かりやすく、伝えよう。 

 

 

・理由も言った方が分かりやすい。 

 

 

 

 

 
 
・本時まで学習を振り返ることがで

きるようにする。 
・自分が選んだイチオシを書いた短

冊を見せ合いながら、新しい１年

生のためにどんなことができるか

理由とともに話し合うことを伝え

る。 
 
・「たのしい」「あんしん」「なかよし」

等のキーワードにそって考えてい

くことを確認する。 
 
 
 
 
 
・本時のめあてを達成するために、

どんなところに気を付けたらよい

か考える。 
自分のめあてとして、主体的に学習

活動に取り組むことができるよう

になる。 
 
 
 

・鉛筆の動かし方を教える 

あたらしい１年生のためにできることをはなしあおう。 

・通学路を教えてあげる 

・休み時間に鬼ごっこをする 

自立心 

自立心 

 （３） 新しい 1 年生を迎える取組（例） 

字がきれいに
書けたら嬉し
いと思う 

安心して学校に

来れると思う 
４ 

大
阪
市
立
小
学
校 

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
例
）

 

思考力の 
芽生え 
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〇それぞれの「わたしのイチオシ」をもとに、グ

ループで話し合う。 

・ぼくのイチオシは、入学前に招待してゲームで

遊んでもらうことです。そのわけは、入学する

のが楽しみになるからです。 

・私のイチオシは、入学後の学校案内です。学校

の中のことがよく分かって安心したからです。 

 

 

〇それぞれの「わたしのイチオシ」を黒板に貼り

全体で交流する。 

・同じ意見や似ている意見はまとめよう。 

 

・自分の考え以外にも良い意見があるな。 

 

・「あそぶ」が入学までと入学後にもあるけどど

う違うのかな。 

 

・プレゼントは、アサガオの種と招待するときの

メダルもあるから真ん中に貼っておこう。 

・教室は飾りじゃなく、楽しかったことなど絵に

かいて貼るとよく分かるんじゃないかな。 

 

・学校探検のとき、何の部屋か分からなくて困っ

たから、ひらがなで部屋の名前を書いて貼った

方がいいと思う。 

 

・教室の準備とか学校案内の準備は、早くしてお

いた方がいいね。 

 

・招待する計画を一番先に立てないといけない

ね。 

 

 

 

〇本時の振り返りをする。 

 

 

 

・なぜそれをするとよいと思うのか、

自分の経験やお家の人、新しい１

年生にインタビューしたことをも

とに自分なりの理由が言えるよう

にする。 
 
 
 
 
 
・児童のイチオシの短冊を「入学式

まで」「入学式」「入学後」の３つ

に分けてＹチャートに整理し、同

じ意見や似た意見、また、自分と

は違う意見があることに気付くこ

とができるようにする。 
 
 
・短冊を整理し、「学校案内」「遠足」

「おもちゃ大会」など、行事ごと

にまとめるようにする。 
 
 
・「たのしい」「あんしん」「なかよし」

等のキーワードをもとに、自分な

りの理由を伝えることができるよ

うにする。 
 
 
・いつどのような順序で準備してい

くとよいかについて話し合うこと

ができるようにする。 
 
 
 
 
🔶🔶新しい１年生のためにできること

を理由とともに話し合うことがで

きる。 
 
 

  
 
 
     ・・・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が小学校では、どのようなところで、 

どのような姿でつながっているかを、就学前教育から見た主な「幼児期の終わ 
りまでに育ってほしい姿」（10 の姿）を掲載しました。 

 
 

思考力の 
芽生え 

言葉による 
伝え合い 

言葉による 
伝え合い 

社会生 
活との 
関わり 

思考力の 
芽生え 

思考力の 
芽生え 

４ 

大
阪
市
立
小
学
校 

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
例
）

 


